第34回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成16年1月21日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ
３．委員の出欠

 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　７名
出席委員氏名　 eq \o\ad(清水義一,　　　　　)
　　　　　　　 eq \o\ad(横山　勝,　　　　　)
　　　　　　　 eq \o\ad(井上純代,　　　　　)
　　　　　　　 eq \o\ad(富山治子,　　　　　)
　　　　　　　　　　 eq \o\ad(村松晶子,　　　　　)
　　　　　　　　　　 eq \o\ad(木村　守,　　　　　)
　　　放送事業者　　 eq \o\ad(榑林豊寿,　　　　　)　 eq \o\ad(和田知雄,　　　　　)　 eq \o\ad(藤原維仁,　　　　　)
４．議　　題

　　　平成16年1月16日（金）　20：00～21：00放送

　　　「フーコのシネマミュージック」

　　10月スタート新番組。新旧の名画の中から毎週ひとつの作品を取りあげ、あらす

　　じやエピソードを交えながら作品の中で使用された楽曲を紹介する。

　　上記の番組を聴取していただき、合評及び放送全体についてのご意見をうかがう。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（榑林）　　　　本日はお忙しいなか、お集まりいただきましてありがとうございま

　　　　　　　　す。第34回番組審議会を開催致します。今回から金子委員に変わり

　　　　　　　　まして木村委員加わっていただきました。宜しくお願い致します。

（榑林）　　　　それでは本日聞いていただく番組について藤原からご説明致します。

（藤原）　　　　本日皆様にご審議いただきますのは、10月スタートの新番組「フー　

　　　　　　　　コのシネマミュージック」です。新旧の映画音楽を、エピソードを

　　　　　　　　交えながら紹介する番組です。パーソナリティーのフーコは9月ま

　　　　　　　　でパーソナリティ養成講座の講座生でした。毎週金曜日の午後8時

　　　　　　　　から9時まで放送しています。それではお聞き下さい。

（　番　組　聴　取　）

（清水委員）　　それでは井上さんからお願いします。

（井上委員）　　パーソナリティのしゃべり方は新米のわりには落ち着いていていい

　　　　　　　　のですが、録音番組のわりには言い間違いや言いまわしのおかしな

　　　　　　　　ところが何ヵ所かありましたね。録音であればチェックして修正し

　　　　　　　　もいいのではないでしょうか。まだ少し固い感じがしますが、だん

　　　　　　　　だん慣れてくればこの方の味がでてくるのかもしれないですね。た

　　　　　　　　だ、言葉が少し聞き取りにくい部分もありました。あらすじの紹介

　　　　　　　　がかなり長かったですね。もっとコンパクトにしたほうがいいです。

　　　　　　　　自分が興味のない映画だと飽きてしまいます。とりあげる作品をひ

　　　　　　　　とつに絞らないほうがいいのではないでしょうか。曲が2曲つづく

　　　　　　　　箇所がありましたが、曲の間に何かお話しがあった方がいいと思い

　　　　　　　　ました。それから「スコア曲」という言葉がでてきましたが、意味

　　　　　　　　がわかりませんでした。それから、さしすせその発音がきになりま

　　　　　　　　した。

（村松委員）　　声が落ち着いていて、ソフトで声の感じはすごくいいですね。聞き

　　　　　　　　やすかったです。方言なのか若者言葉なのかわかりませんが文節ご

　　　　　　　　との言葉をあげて切るのが気になりました。それからあらすじの紹

　　　　　　　　介はやはり長かったです。これからこの映画を観る人もいるでしょ

　　　　　　　　うし、ここまで話さなくてもいいのではないでしょうか。豊島区の

　　　　　　　　ことを「トヨシマク」と読んでいたのも気になりました。

（富山委員）　　おしゃべりが少し早口な感じがしました。間があまり感じられない

　　　　　　　　ですね。私もあらすじの紹介が長いと思いました。ラジオではとて

　　　　　　　　も理解できないですね。言葉のボリュームが小さくなる部分があっ

　　　　　　　　て聞きづらかったです。番組コンセプトや作り方によって聞き方も

　　　　　　　　変わってくるのではないでしょうか。

（木村委員）　　私も少しラジオ番組に関わっていますので、素人の私からすると非

　　　　　　　　常に上手に感じました。一本の映画を長い時間をかけて紹介すると

　　　　　　　　いうのは、好きな人はいいのでしょうが、もっといろいろな情報を

　　　　　　　　知りたい方もいるでしょうから、何本か紹介するという方もあると

　　　　　　　　思います。みなさんのおっしゃるあらすじは私も長いなと思います。

（横山委員）　　みなさんのおっしゃることと概ね同意見です。パーソナリティは声

　　　　　　　　もソフトですし、これから勉強を積んでいけば、もっとうまくなっ

　　　　　　　　ていくと思います。説明が長すぎたのが残念でした。ちょっとうと

　　　　　　　　うとしてしまいました。

（荻生委員）　　この方は、声がソフトで響きもいいので将来はいいタレントになる

　　　　　　　　でしょう。ただ、しゃべりに間がないので音楽の一部になってしま

　　　　　　　　いますね。音楽のトーンからいっても、この番組はもう少し遅い時

　　　　　　　　間に向いているこましれませんね。まだ書かれた原稿をそのまま読

　　　　　　　　んでいる感じがします。

（清水委員）　　原稿のつくりがどうですかね。ラジオですから、ワンフレーズで聞

　　　　　　　　いている方が広がりを想像できるような感じにならないといけませ

　　　　　　　　ん。パーソナリティーのしゃべり以前にそこを直した方がいいです

　　　　　　　　ね。そのうえでパーソナリティーの表現力をつける必要があるので

　　　　　　　　はないでしょうか。皆さんの意見もだいたいそんなところでしょう

　　　　　　　　か。

（荻生委員）　　原稿は誰が書いているのですか。

（和田）　　　　本人が書いています。

（榑林）　　　　マイクの使い方が気になりますね。

（清水委員）　　やはり原稿の書き方という意味では名文を読む訓練をしたほうがい

　　　　　　　　いですね。一言でイメージが広がるんですよね。

（榑林）　　　　1時間では長すぎますかね。

（清水委員）　　そうですね。

（井上委員）　　感想と事実の区別がつかない感じですね。

（和田）　　　　音が波打っています。マイクの使い方がよくないのかもしれません。

　　　　　　　　やはり本を読んでいい原稿を書く訓練が必要ですね。

（荻生委員）　　聞いている人を想定するといいと思います。

（榑林）　　　　本日は貴重なご意見をありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について

　　各委員からの意見や感想については今後の自主製作番組に生かし、よりよい

　　番組作りをする検討材料とするようにした。

７．審議会の内容の公表

　　　弊社ホームページにて公表する。

　　　次回の番組審議会は平成15年3月17日（水）ＰＭ６：００より行う。

